Brief Biography of the Late Suehiro Ogami and Bibliography of his Works by 小野, 一一郎 & 松野, 周治
Title大上末廣の略歴と著作目録について
Author(s)小野, 一一郎; 松野, 周治










羊毛から綿へ…......………….....・H ・… …・渡辺 尚 1 
1920年代におけるイギリス対外投資規制 ・・奥 田宏司 27 

























































































































































































補巻 J (1965年 1月)所載年表によった。また児玉大三前掲論文(195ベ シL伊藤武雄




































論 6巷8号)について，この論文を注目すべき価憧高いものと評価している (21へージL 自ら書
いたものを自ら賞讃するということは考えに〈い。さらに大上は， w満州経済年報~ (19話年版)
所且の論文「満開産業恐慌白現段館」甲中で「関車夫」氏の「満洲経済の現段階J (満洲評論8
巷 1号〕の見解を批判しており (344へ シ注)，両者の見解は一致していない。~満州評論』に
は「関，r;t'，夫Jの名の論文が4篇， r関」名の時評が2篇存在するが，上の理由からこの目録には

















貨のインフレ及びアフレ (7巻町号，同12月)， 農村金融と古{乍社金利改訂由意轟 (19巷1U号，
194C年9月工
1930年(昭和5)
支那に於吋る水利経済 ヴアルガ十駁す ，経済論叢乱 31巻3号， 9月
1931;年(昭和 6)
支)1経済の衰退と復興の問題，経済論叢， 32巻 2号， (翻訳)， 2.月
限長麓民の『支那人口問題に関する一二の考察~ (上)(下)，経済史研究， 23・34号，
〔抄訳)， 9月・ 10月
1932年(昭和 7，大同 1)n 









義J)，満州評論 4巻 7'号 2月
支那は何慮へ往( (大村晃)，満洲評論， 4巻 7号 2月














アジア民族運動のイデオロギイ (1)(Z)(3X4) (関戸千庚)，満洲評論 6巻13・14・15・





満洲に於ける資本主義発生の歴史的諸僚件 r満洲経済年報~ 1934年版第i部第 1章，
9月
『支那人口問題研究~ (飯田茂三郎)を読む，満洲評論， 7巻16号， (書l，10月
満洲経済史D諸問題 満洲経済恐慌分析のための出発点として (上)(下)，東
亜 7巻10・11号， 10月・ 11月
アジア復興と村落共同体位X2)(SX4)(5)(関戸千庚)，満洲評論 7巻18・20号" 11月， 8













満洲農業恐慌白現段階 r満自経済年報~ 1935年版第z部第2章， 9)j 
義倉制度復活白歴史的基礎(船岡健三)，満洲評論 9巻14号， 10月
支那農業経済の諸問題 田中忠夫氏の近業紹介批判 ， 満洲評論 9巻16号，
大上末康の略歴と著作目録について (211) 85 
E書)， 10月
近代に於ける満洲農業社会の変革過程，歴史学研究， 5巻2号(満洲史研究号)， (後














再び蒙地問題について(上)(下)，満洲評論， 12巻4・5号 1月・ 2月
支那資本主義と南京政府の統一政策 一つの試論 〈上)(中)(3)(4)(5)，満洲評論12
巻12・13・14・15・17号， 3月・ 4月・ 5月
満洲国農政審議委員会と農地政策(藤村)，満洲評論， 12巻21号. [時)， 5円















































支那社会の特質，京都帝国大学新閣， 333号 7月 5日
北支那農村分化の性格 石井俊之氏『北支に於ける自作農』を中心に一一，東亜問
題， 3巻 5号， 8用




作田博士『国家論』と『経済の道~，東亜人文学報， 1巻 3号， (書)， 12月
満洲国合作社運動の望書明期，大陸 4巻12号， 12月
1942年〈昭和17，康徳 9)
満洲国の発展と東亜共栄圏一一建国満十週年を迎えて一一，改造， 24巻 2号， 2月
興農合牛社の金融政策批判，東亜人文学報 1巻4号 2月
村落組織，中央公論社『支那問題辞典~， 3月
1商訓1計画経済の性格 建国十週年の歴程 ，京都帝国大学新聞， 345号， 4月20目







3) 大上自筆履歴書及び大村達夫〈中西功) ，主郡社会の基礎H的制晴と『統 ~ ;じとの史捗一一支
那統一化をめくる諾見解を中心として J (W満鉄調査月報~ 17巻8号， 1937年8月， 34ヘ ジ〕








BB (214) 第 119巻第3号
日 発刊日が記載がないため不明であるが，内容及び大上の経歴からほぼこ目ころと推定包野々村
一雄氏の言及(前掲『東亜閣圃j 3巻6号所収論文， 1941年9月〉ともあわせて考えzと.1940-
1941年8月白聞に作成されたも白と思われるa これには. i清朝時代に於ける満洲の農業関係J
Cir日満洲の土地形態と地代形態Jの改題l. 満洲経済自史的考察J. i満州に於咋る資本主義
発生の歴史的諸条件J. i満別世会経済史白諸問題J. i近代における満洲農業社会の変革過程」
り 5編の論λが収録されている。
〔後記]
本調査にあたっては多くの方々の御援助，調協力をえたe とくに天野元之助，石堂情倫，大橋隆
鼠柏祐賢，小泉育雄.~原四郎，野間情，狭間源三，山崎武雄D諸先生には懇切なる榔正、教をい
ただいた。このほか満洲評論の編集にたずさわっておられた問中武夫氏からも多〈の示教を期待し
たが，向島の抑逝去によりその機を失したことは残念であった。
また人文科学研究所森本初，経済学部細川元雄，内藤昭子の各氏，士学院牛伊殻谷啓+靖 向寿
一君にもいろいろとお世話になった. これらの方々白御厚情に対しここに厚〈謝意を表したい。
また，われわれはこれを機縁として関係者からえとに関する示教が寄せられることを切望してい
るむね記しておきたい。
本調査は1973年度士部省科学研究費(1.;':合〕による研究の一部である。
